
授業科目名 上級簿記Ⅰ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース

2

平野 明日香

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

上級簿記Ⅰと上級簿記Ⅱは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。
本授業では、中級簿記Ⅰ・Ⅱ学習した内容に加え、より複雑な外貨換算会計、税金の処理、税効果会計、純資産に関連する応用論点、および収益認識基準を学び、各取引
や決算整理の仕訳を確実に処理する力をつけます。その後、区分表示された個別財務諸表を作成できるようになります。
また、連結会計についても学び、基本的な資本連結仕訳や成果連結仕訳を理解し、連結精算表や連結財務諸表を作成する力をつけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 財務諸表の作成、読む力 企業の経理担当者として、財務諸表等に関して内
容を理解することができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 財務諸表を読む力を身につけることにより、企業
の財務諸表について問題意識を持つことができ
る。

2．DP7.完遂 難しい課題にも挑み、目的を達成するまで取り組
むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題・宿題

30

毎回の授業内課題や宿題で授業内容の理解度を評価します。：

％

中間テスト

30

それまでに学習した内容に関する問題を出題し評価します。：

％

定期試験

40

14回授業終了後（定期試験期間）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象とした問題
を出題し評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

よくわかる簿記シリーズ
合格テキスト　日商簿記2級
商業簿記　Ver.17

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・ 2024

よくわかる簿記シリーズ
合格トレーニング　日商簿
記2級　商業簿記  Ver.17

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・ 2024

参考文献等

特になし。
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特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学習が求められます。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習しましょう。

上級簿記Ⅰと上級簿記Ⅱは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。そのため、上級簿記Ⅰの受講者は、必ず、上級簿記Ⅰ・Ⅱともに履修してくださ
い。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限目

場所： 西館5階研究室

備考・注意事項： 他、Classroom等でも随時質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 決算手続 テキストp.214-p.251を復習すること。 4時間

中級簿記Ⅰ・Ⅱの復習を兼ねて、決算手続きのうち、精算
表作成、決算振替、勘定の締め切り、財務諸表の作成およ
び月次決算について学びます。

第2回 外貨換算会計 テキストp.156-p.165を復習すること。 4時間

外貨建取引の換算、決算時の換算替えおよび為替予約につ
いて学びます。

第3回 消費税、法人税に関する仕訳方法ならびに課税所得の計算 テキストp.166-p.174を復習すること。 4時間

消費税、法人税に関する基本処理および法人税の計算の基
礎となる課税所得の考え方を学びます。

第4回 純資産 テキストp.188-p.206を復習すること。 4時間

純資産の部の区分や勘定科目を理解し、株式の発行、剰余
金の配当・処分および株主資本の計数の変動についての処
理を学びます。

第5回 収益の認識基準 テキストp.252-p.262を復習すること。 4時間

サービス業に関する会計処理を学びます。また、収益計上
に関する包括的な会計基準である「収益認識に関する会計
基準」をもとに、収益認識の基本原則、契約資産と債権、
売上割戻について学びます。

第6回 まとめ②（ここまでの内容に関する精算表作成問題） トレーニング問題16-9および16-10を解いておくこ
と。

4時間

ここまでに学習した内容を含む精算表作成問題の演習を行
います。

第7回 中間テスト／固定資産に関する応用個別問題 授業中に配布した問題を解いておくこと。 4時間

ここまでに学んだ内容をもとに中間テストを実施します。
また、固定資産に関する応用の個別問題を解説します。

第8回 本支店会計、合併・事業譲渡 テキストp.264-p.285を復習しておくこと。 4時間

本店・支店間の取引の記帳方法、本店と支店の帳簿を合併
する方法、合併財務諸表を作成する方法を学びます。また
、企業が合併したり、事業譲渡する際の処理方法について
学びます。

第9回 連結会計①（連結会計の必要性、連結財務諸表の表示、支
配獲得時の資本連結）

連結財務諸表の表示を復習し、支配獲得時の問題
を解いておくこと。

4時間

連結財務諸表が必要とされる理由、連結財務諸表の意義に
ついて学び、個別財務諸表との違いを確認します。また、
連結会計の流れを学び、どのように連結財務諸表が作成さ
れるかを理解します。その後、支配獲得時の投資と資本の
相殺消去について学びます。

第10回 連結会計③（タイムテーブル、精算表） 連結精算表作成問題（資本連結のみ）を解いてお
くこと。

4時間

資本連結を行う上で重要な資料をまとめるタイムテーブル
の書き方を学びます。その後、資本連結を総復習し、連結
精算表の作成方法を学びます。

第11回 連結会計④（成果連結、連結会社間の取引および債権債務
の相殺消去）

連結会社間の取引および債権債務の相殺消去の仕
訳問題を解いておくこと。

4時間

成果連結とは何か、連結会社間の取引や債権債務を消去し
なければならない理由や処理方法について学びます。

第12回 連結会計⑥（アップストリームの成果連結） アップストリームの成果連結の仕訳問題を解いて
おくこと。

4時間

アップストリームの連結会社間の取引が行われた場合、未
実現利益の相殺とともに、非支配株主に変動損益を按分す
る仕訳が必要な理由とその処理方法を学びます。

第13回 連結財務諸表作成（基礎） 連結財務諸表作成問題を解いておくこと。 4時間

ここまでの連結会計の内容を総復習し、連結修正仕訳で資
本連結、基本的な成果連結が必要な連結財務諸表の作成を
行います。

第14回 総まとめ①（個別財務諸表） 全体を復習すること。また、配布問題を解いて定
期テストに備えること。

4時間

上級簿記ⅠおよびⅡで学習したことを総復習します。
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授業科目名 上級簿記Ⅱ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース

2

平野 明日香

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

上級簿記Ⅰと上級簿記Ⅱは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。
本授業では、中級簿記Ⅰ・Ⅱ学習した内容に加え、より複雑な外貨換算会計、税金の処理、税効果会計、純資産に関連する応用論点、および収益認識基準を学び、各取引
や決算整理の仕訳を確実に処理する力をつけます。その後、区分表示された個別財務諸表を作成できるようになります。
また、連結会計についても学び、基本的な資本連結仕訳や成果連結仕訳を理解し、連結精算表や連結財務諸表を作成する力をつけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 財務諸表の作成、読む力 企業の経理担当者として、財務諸表等に関して内
容を理解することができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 財務諸表を読む力を身につけることにより、企業
の財務諸表について問題意識を持つことができ
る。

2．DP7.完遂 難しい課題にも挑み、目的を達成するまで取り組
むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題・宿題

30

毎回の授業内課題や宿題で授業内容の理解度を評価します。：

％

中間テスト

30

それまでに学習した内容に関する問題を出題し評価します。：

％

定期試験

40

14回授業終了後（定期試験期間）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象とした問題
を出題し評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

よくわかる簿記シリーズ
合格テキスト　日商簿記2級
商業簿記　Ver.17

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・ 2024

よくわかる簿記シリーズ
合格トレーニング　日商簿
記2級　商業簿記　Ver.17

TAC簿記検定講座 TAC出版・・ 年・ 2024

参考文献等

特になし
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特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学習が求められます。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習しましょう。

上級簿記Ⅰと上級簿記Ⅱは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。そのため、上級簿記Ⅱの受講者は、必ず、上級簿記Ⅰ・Ⅱともに履修してくださ
い。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限目

場所： 西館5階研究室

備考・注意事項： 他、Classroom等でも随時質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 決算手続についての問題演習 テキストp.214-p.251を復習すること。また、ト
レーニング問題16-1および16-3を解いておくこ
と。

4時間

中級簿記Ⅰ・Ⅱの復習を兼ねて、ここまでで学習した内容
をもとに、精算表作成、決算振替および勘定の締め切り、
個別財務諸表作成の演習を行います。

第2回 外貨換算会計に関する問題演習 トレーニングp.82-p.89の問題を復習すること。ま
た、トレーニング問題16-4を解いておくこと。

4時間

外貨建取引の換算、決算時の換算替えおよび為替予約につ
いて、適切に仕訳できるように演習を行います。また、外
貨換算に関する問題を含む総合問題を解きます。

第3回 法人税等の計上と税効果会計 テキストp.175-186を復習すること。また、トレー
ニングp.90-p.97を復習すること。

4時間

課税所得から法人税、住民税および事業税がどのように計
算されるのか、法人税等の計上方法を学びます。また、会
計上と税務上の一時差異を調整するための税効果会計につ
いても学びます。

第4回 株主資本等変動計算書 テキストp.207-p.213を復習すること。また、ト
レーニングp.98-p.105を復習すること。

4時間

株主資本等変動計算書の構造および作成方法を学びます。

第5回 収益の認識基準に関する問題演習、まとめ①（ここまでの
内容に関する仕訳演習）

トレーニングp.130-p.140を復習すること。また、
授業内で配布した問題を解いておくこと。

4時間

収益の認識に関する問題演習を行います。また、ここまで
の内容を踏まえた仕訳問題を演習します。

第6回 まとめ③（ここまでの内容に関する個別財務諸表作成問
題）

トレーニング問題16-5、16-6、および16-7を解い
ておくこと。

4時間

ここまで学んだ内容を踏まえて、区分表示された財務諸表
の作成を学びます。

第7回 中間テスト／有価証券に関する応用個別問題 授業中に配布した問題を解いておくこと。 4時間

ここまでに学んだ内容をもとに中間テストを実施します。
また、有価証券に関する応用の個別問題を解説します。

第8回 本支店会計、合併・事業譲渡の問題演習 トレーニングp.142-p.148を復習すること。 4時間

本支店間取引や合併・事業譲渡に関する仕訳問題を演習し
ます。また、本支店合併財務諸表作成問題を演習します。

第9回 連結会計②（支配獲得後1年目の資本連結） 支配獲得後1年目の資本連結の仕訳問題を解いてお
くこと。

4時間

前年度の連結修正仕訳を引き継ぐ必要があることを理解し
、開始仕訳、のれんの償却、子会社利益の按分、子会社の
配当などに関して必要な資本連結仕訳を学びます。

第10回 資本連結のみの連結財務諸表の作成 資本連結のみの連結財務諸表作成問題を解いてお
くこと。

4時間

ここまでで学習した資本連結のために必要な連結修正仕訳
を総復習し、資本連結のみの連結財務諸表作成を学びます
。

第11回 連結会計⑤（成果連結：未実現利益の消去） 成果連結：未実現利益の消去に関する仕訳問題を
解いておくこと。

4時間

連結会社間の取引における未実現利益とは何かを理解し、
未実現利益が生じた場合の連結修正仕訳を学びます。

第12回 連結精算表作成 連結精算表作成問題を解いておくこと。 4時間

ここまでの連結会計の内容を総復習し、株主資本等変動計
算書を作成する場合の連結精算表と作成しない場合の連結
精算表の作成を行います。

第13回 連結財務諸表作成（応用） 連結会計の総復習を行うこと。 4時間

連結修正仕訳で資本連結、応用的な成果連結が必要な連結
財務諸表の作成を行います。

第14回 総まとめ②（連結会計） 全体を復習すること。また、配布問題を解いて定
期テストに備えること。

4時間

上級簿記ⅠおよびⅡで学習したことを総復習します。
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授業科目名 文書管理

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

萬 智子

講義

該当する

メーカーの営業部門にて営業事務及び庶務的業務に従事、その後、大学・専門学校にてキャリアデザイン講座、ビジネス
マナー講座を担当。その他、社会人向けには冠婚葬祭や手紙の書き方などの日常一般マナー講座等も担当（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

本科目では、オフィスワークで必要となる文書管理に関する実務知識とともに、社会人準備講座として、学生の間に身につけておきたい「社会人としての常識やマナー」
「仕事の基本」について学びます。
新入社員の心得を踏まえた上で、ビジネス文書の作成、それに付随するビジネス上のお付き合いのマナー、各種資料の整理の仕方など、ツール等を使用し実習します。
文書を管理するという事務作業だけでなく、文書作成する際、その文書を配布発送する際に必要となるマナーやビジネス上のお付き合いのマナーなども関連して学ぶこと
により、実社会で役立てられる内容となっています。
また、ビジネス文書作成に関連して、宛て名の書き方、敬語表現、メールのマナーなども学び、正確で効果的なコミュニケーションのための「書く」スキル向上も目指し
ます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 ビジネス文書作成、書類の扱い方、ファイリン
グの知識

社内文書、社外文書、社交文書および一般的な手
紙やはがきの書き方に関して理解できる。
郵便を送る際の的確な郵送方法について理解でき
る。
文書管理の方法について理解できる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 どんな場面においても一人の人間として他人を尊
重し、社会生活の中でよりよい人間関係を構築で
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取組と課題

50

集中して授業に参加しているか、授業の内容を理解しているかを授業中の課題制作によって評価し
ます。

：

％

定期試験

50

期間中の内容を範囲とした定期試験を実施し、評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「ビジネスマナーⅠ」で使用した教科書
『イラスト図解でスイスイわかる！秘書検定2級合格テキスト＆問題集』杉本直鴻著 ナツメ社 ISBN：978-4-8163-6903-2
『ビジネスでの常識集』田野直美著 トータルマナー株式会社 ISBN：なし

181207
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を行うこと。

各授業で配布したり作成したものは次回以降も使用していきます。
配布物や作成したものは、バラバラにならないように、一つのファイルか紙袋にまとめておくこと。
他の科目の物と混ぜないように管理して毎回の授業時に持って来てください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室または非常勤講師室

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、こちらのメールアドレスに連絡
（yorozu@g.osaka-seikei.ac.jp）。メールには必ず氏名と所属を明記すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス（社会人になってから役立つビジネスマナー)
／文書管理とは

これまで自分が行ってきた書類の管理方法につい
て振り返ってみましょう

4時間

学生のうちにビジネスマナーを身につける必要性について
再認識し、授業中の姿勢、取り組み方について確認します
。その後、社会人の心得、文書管理とは何かについて学び
ます。同時に新入社員としての心構えについても考えます
。

第2回 ビジネス文書の種類(Ⅰ) 社内文書／社外文書 よく使われる慣用表現を覚えましょう 4時間

社内文書と社外文書の種類、形式、特徴を学び、文書でよ
く使われる慣用表現を確認します。その後、実際に社内文
書と社外文書を作成します。

第3回 ビジネス文書の種類(Ⅱ) 商取引に関する文書／ビジネス
メール

実際にgmailを使用し作成したメールを送信してみ
ましょう

4時間

商取引に関する文書の種類や特徴について学びます。その
後ビジネスメールの形式・特徴、送る際の注意点について
学びます。

第4回 ビジネス文書の種類(Ⅲ) 社交文書 社交文書に使われる言葉や漢字・表現を覚えま
しょう

4時間

社交文書の種類、形式、特徴を学び、文書でよく使われる
慣用表現を確認します。その後、実際に社交文書を作成し
ます。

第5回 手紙・ハガキの書き方／郵便物の宛て名の書き方 手紙で使われる慣用表現を覚えましょう 4時間

個人的な改まった場合の手紙、ハガキの書き方、封筒・ハ
ガキの宛て名の書き方、往復ハガキの使い方、返信用ハガ
キの返信の仕方を学びます。その後、実際にお礼状と季節
のご挨拶のハガキを書いてみます。

第6回 贈答のマナー（Ⅰ）お中元・お歳暮・贈り物 授業内容を振り返り、お中元・お歳 暮・贈り物に
ついて復習しておきましょう

4時間

お中元・お歳暮とは何か？また、贈る時期や贈り方ととも
に、気持ちの伝わる贈り物ができるように、お贈り物を選
ぶときのポイントやタブーについても学びます。

第7回 贈答のマナー（Ⅱ）金包み（祝儀袋・不祝儀袋）のマナー 授業内容を振り返り、金包みについて復習してお
きましょう

4時間

贈答する際、品物には掛け紙を掛け、現金は金包みに入れ
て相手に渡します。その際、相手に失礼にならないよう、
また自分自身が恥をかかないように、のし、水引き、上書
きなど金包みのマナー、袱紗の選び方、扱い方について学
びます。

第8回 ビジネス上のお祝い事のマナー 授業内容を振り返り、お祝いのマナーについて復
習をしておきましょう

4時間

人生のさまざまな節目で「お祝いごと」があります。
友人や先輩の結婚や出産のお祝いから上司や親戚の長寿の
お祝いなど、ポイントやマナーを学びます。お祝い事の招
待状をもらった場合の返事の仕方、当日の服装、会場での
マナー、受付での応対など必要な知識全般を学びます。ま
た、新郎新婦へのスピーチを頼まれたことを想定し、スピ
ーチ原稿の作成の仕方、ポイントや忌み言葉についても学
びます。

第9回 ビジネス上のお悔み事のマナー 授業内容を振り返り、弔事の流れを復習して おき
ましょう

4時間

社会人になりお付き合いの幅が広がると「お悔やみごと」
に参列する機会も増えてきます。
電話などで突然の訃報を聞いた時どうすればいいのか、い
ざという時に困らないように、弔事の流れと心得、服装、
ＮＧマナーについて学びます。また、各宗派によるお参り
の仕方の違いについても学びます。

第10回 郵便物の種類と送り方 家に届いた郵便物の種類と料金を確認してみま
しょう

4時間

郵便物の種類、各種送り方の知識を学びます。
宛名書きした封筒にこれまで作成した文書や制作物を入れ
、重さを計り、料金がいくら必要かを確認してみます。

第11回 各種資料の整理方法（Ⅰ）バーチカルファイリングの知識 授業内容を振り返り、バーチカルファイリングに
よる整理法や並べ方を復習しておきましょう

4時間

ファイリングの基礎知識を学び、日本の企業で一般的に行
われているバーチカルファイリングによる整理法を学びま
す。模擬的にバーチカルファイリングも行ってみます。

第12回 各種資料の整理方法（Ⅱ）名刺・カタログ・雑誌の整理／
名刺の扱い方

身近にあるものを学習した方法で整理してみま
しょう

4時間

- 6 -



名刺・カタログ・雑誌など、各資料に合わせた適切な整理
・管理の仕方を学びます。また、ビジネスのシーンで扱う
ことが多い名刺の扱い方についても学び、実際に名刺交換
を行います。

第13回 社会人としてのマナー（Ⅰ) 指示の受け方・報告の仕方 授業内容を振り返り、指示の受け方、報告の仕方
について実生活の中で意識し復習しておきます

4時間

指示の受け方、報告の仕方について学びます。会社の業務
は、上司からの指示に始まり、上司への報告で終わると言
われています。上司からの指示を正しく受け取り、正しく
理解することから仕事はスタートします。入社当日から上
司や先輩と良好なコミュニケーションをとり、的確に業務
を進めていくための秘訣、ＮＧな指示の受け方について学
びます。

第14回 社会人としてのマナー（Ⅱ）社内でのルール／文書管理の
総まとめ

定期試験へむけて学習しましょう 4時間

新入社員として守るべきルール・職場での心構えについて
学びます。
その後、文書管理で学んだ内容の整理・確認をします。
定期試験についての指示も行います。

181207
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授業科目名 プログラミング基礎

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

島田 愛

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

本講義は、プログラミング基礎として、HTML・CSSとJavaScriptを身につけることを目的としています。
授業前半では、HTML・CSSを扱う能力を身につけ、コンピュータのデータ構造とプログラミングを理解します。
そして、指定した形式のウェブページを作成できる能力を身につけます。
授業後半では、JavaScriptを用いた動的なページ作成を身につけます。
そして、一からWebページを構築するための能力を身につけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 プログラミング言語に関する基礎知識 様々なプログラミング言語を用いてデータ分析や
Webページの作成ができる

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 最終目標を持ち、プログラミング完成に向けて計
画を立てることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

60

授業内で課題を課し、授業に対する理解度を評価します。：

％

定期試験（課題）

30

定期試験としてテーマを指定した課題を課し、授業に対する理解度、ウェブページの作成能力を評
価します。

：

％

授業参加度

10

授業における積極性や授業態度を総合的に評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

HTML5&CSS3ドリルブック（
情報演習61)

相澤　裕介 カットシステム・・ 年・ 2021

参考文献等

特になし
（適宜資料を配布します）

履修上の注意・備考・メッセージ

181209
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 Webページの構成について シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

HTML・CSSを学ぶ前に、Webページの構成について理解して
いただきます。
普段閲覧しているWebページはどのような通信をして、どの
ような仕組みで閲覧できているのかについて説明します。

第2回 HTML・CSS(1)　簡単なタグの使い方 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

HTMLの基本構文について理解していただきます。
簡単なタグの使い方について説明し、Webページの作成がで
きるようにします。

第3回 HTML・CSS(2)　画像や動画、音声の挿入 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

HTMLの基本構文について理解していただきます。
画像や動画、音声の挿入、リンクの作成ができるようにし
ます。

第4回 HTML・CSS(3)　テーブル作成 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

HTMLの基本構文について理解していただきます。
テーブル作成について学び、HTML上で表の作成ができるよ
うにします。

第5回 HTML・CSS(4)　フォーム作成 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

HTMLの基本構文について理解していただきます。
フォーム作成などについて学び、実運用で使われるようなW
ebページの作成ができるようにします。

第6回 HTML・CSS(5)　CSSを用いたレイアウト変更 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

CSSの基本構文について理解していただきます。
CSSを用いたレイアウト変更について学び、本格的なWebペ
ージ作成ができるようにします。

第7回 HTML・CSS(6)　CSSを用いたレイアウト変更の復習 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

CSSの基本構文について復習していただきます。
CSSを用いたレイアウト変更について復習します。

第8回 課題作成(1)　画像や動画、音声を挿入したWebページ作成 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

テーマを指定します。
これまで学んだ内容を元に、Webページを作成していただき
ます。

第9回 課題作成(2)　表を挿入したWebページ作成 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

テーマを指定します。
これまで学んだ内容を元に、Webページを作成していただき
ます。

第10回 JavaScriptについて(1)　基本的な書き方・作法 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

JavaScriptの使い方について理解していただきます。
基本的な書き方・作法について解説します。

第11回 JavaScriptについて(2)　基本的な書き方・作法の復習 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

JavaScriptの使い方について復習していただきます。
基本的な書き方・作法について復習します。

第12回 JavaScriptについて(3)　コードを書く シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

JavaScriptでできることについて幅広く説明します。
実際にコードを書いてみて、Webページを作成します。

第13回 JavaScriptについて(4)　コードの復習 シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

JavaScriptでできることについて幅広く説明します。
コードの復習を行います。

第14回 課題作成(3)　HTML、CSS、JavaScriptを組み合わせたWeb
ページの構築

シラバスの内容を事前に確認しておく。授業で
行った練習問題に取り組む。

4時間

課題を課します。
HTML、CSS、JavaScriptを組み合わせたWebページの構築を
行います。

181209
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授業科目名 統計学入門

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2回 経営会計学科 2

岡本 有加

講義

該当する

企業にてソフトウェア開発の経験、講師として情報、統計科目の指導経験を基に14回の授業を担当します。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

今日では、企業活動や意思決定などはデータに基づいて行われることが当たり前になっています。合理的な企業活動や意思決定を行うためには、データを適切に選択・加
工し、必要な情報を抽出し、分析と解釈をしなければなりません。統計学はこの一連のプロセスを体系化した学問です。この授業は、統計を理解し、使いこなすために必
要な「統計リテラシー」を身につけます。統計分析の手法やツールの使い方ではなく、「統計を使うことの意味や考え方」を、「物語と統計の共通性からの感覚的な理
解」と「実際の活用事例をトレースする体験的な理解」の両側面から学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 統計のプロセスを理解する 統計学の考え方、プロセスが理解でき、利用する
ことができる。

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 ビジネスで統計学を活用する力

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組みと理解

30

授業に集中して取り組んだか、共同学習で積極的に参加できているか、授業内の練習課題に取り組
めているかを確認します。

：

％

小テスト

20

２回実施します。その回までの内容の理解度をはかります。：

％

総合課題

10

実際の活用場面を想定した演習問題への取り組みを評価します。（第11～14回）：

％

定期試験

40

授業で学んだ知識が習得しているか、知識を応用する力があるかを評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

活用事例でわかる！統計リ
テラシー

noa出版 noa出版・・ 年・ 2014

参考文献等

181210
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181210
参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学習が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、
次回の授業に向けて予習をします。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業実施教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション　統計とは 　データを物語る「統
計」①　新しい「統計の学び方」

テキストP1～14を再度確認しましょう 4時間

この授業の目的・統計と想像する力（考える力）の関係に
ついて理解します。情報を整理・再構築して、物語を作る
流れを体験しましょう。「統計」と「物語作り」の共通性
・類似性について理解します。テキストP1～14

第2回 データを物語る「統計」②　テーマを決める 　「物語」
と「統計」のカンケイ　～物語の素材集め

テキストP15～34について再度確認しましょう 4時間

統計の起点となる気づきや問題意識を得る方法を学びます
。
統計の目的・テーマを言語化する必要性を理解します。
統計テーマの３要素「対象」「範囲」「方針」を確認しま
す。
テキストP15～34

第3回 データを物語る「統計」③　物語の素材集め 　～プラン
ニング

テキストP35～51について再度確認しましょう 4時間

統計・分析の基本計画としてのプランの作り方を学びます
。
プランで明確になった必要な情報・データの収集方法を学
びます。背景情報の整理と視覚表現の方法を学びます。
テキストP35～51

第4回 データを物語る「統計」④　クライマックス　～ストー
リーをまとめる（ 「データを物語る」のまとめ）

テキストP52～70について再度確認しましょう 4時間

分析の基本的な考え方と結果の意味付け（考察）について
学びます。
背景や問題意識から結果までをわかりやすくまとめる方法
を学びます。
統計の分析結果・考察を報告することの必要性について学
びます。報告のまとめ方・アウトラインの書き方について
理解します。
報告文書（レポート・論文）の様式と文章表現について学
びます。分析の考察やレポートを見直し、改善する方法に
ついて学びます。
ここまで学んだ内容について、統計のプロセスとして振り
返ります。テキストP52～70

第5回 統計の活用事例に学ぶ①　 ・本当の主要顧客を発見して
売上アップ！

テキストP71～85について再度確認しましょう 4時間

小テストを実施します。顧客データの統計的記述から特性
を分析します。
代表値／ヒストグラム/標準偏差
テキストP71～85

第6回 真面目な統計の話① ・データを数値やグラフで要約する
 ・ばらつきの大きさや格差を測る指標

テキストP137～159について再度確認しましょう 4時間

データの要約、記述統計と推測統計、数値化と尺度、代表
値について学びます。
度数分布表とヒストグラム、分散・標準偏差、四分位偏差
相関関係、ローレンツ曲線とジニ係数
テキストP137～159

第7回 統計の活用事例に学ぶ② ・天気と売上の関係から、効果
的な販売・仕入れ ・統計的思考で商品の品質チェック

テキストP86～111について再度確認しましょう 4時間

気象条件との相関を分析し、販売戦略を検討します。
サンプリング検査による品質の統計的推定（品質管理）
散布図/相関／回帰式/正規分布/標準誤差/標本調査
テキストP86～111

第8回 真面目な統計の話② ・できごとを確率で考える ・一部か
ら全体を推測する

テキストP160～181について再度確認しましょう 4時間

確率の考え方、場合の数、期待値、正規分布、確率分布
 t分布、χ（カイ）二乗分布、F分布、標本調査について学
びます。
テキストP160～181

第9回 統計の活用事例に学ぶ③ ・統計的検定でサプリメントの
効果測定！・統計に基づく商品陳列で購買促進！

テキストP112～136について再度確認しましょう 4時間

標本調査と検定でサプリメント効果を実証します。また、
統計を使ったクロスマーチャンダイジングの検証を行いま
す。
仮説検定/統計的検定/相関関係/分散分析
テキストP112～136

第10回 真面目な統計の話③ ・一部から全体を推測する ・データ
から関係を探る

テキストP182～208について再度確認しましょう 4時間
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仮説検定、棄却域・有意水準、統計的検定とP値
 t検定、χ（カイ）二乗検定、F検定、回帰分析、説明・目
的変数
単回帰式、内挿・外挿、最小二乗法、決定係数
テキストP182～208
小テストを実施します。

第11回 統計力チャレンジ①‐1 ・公的統計を使って、都市計画に
挑戦！

テキストP210～212について再度確認しましょう 4時間

自ら統計の分析方法を判断し、結果を考察・結論付けるト
レーニングを行います。また、公的統計のデータ収集と記
述的分析の演習も行います。
テキストP210～212

第12回 統計力チャレンジ①‐2 ・公的統計を使って、都市計画に
挑戦！（前回の復習）

テキストP210～212について再度確認しましょう 4時間

自ら統計の分析方法を判断し、結果を考察・結論付けの復
習をします。
公的統計のデータ収集と記述的分析の復習をします。
テキストP210～212

第13回 統計力チャレンジ②-1 ・作物統計から農業の現状を把握
する

テキストP210～212、216～218について再度確認し
ましょう

4時間

自ら統計の分析方法を判断し、結果を考察・結論付けるト
レーニングを行います。
公的統計のデータ収集と記述的分析の演習（テキストP210
～212）、公的統計と気象情報を使った回帰分析と将来予測
の演習を行います。(テキストP216～218)

第14回 統計力チャレンジ②-2 ・作物統計から農業の現状を把握
する 　まとめ 統計を「学ぶ」あなたへ

これまでに習ったことを復習をしましょう。 4時間

自ら統計の分析方法を判断し、結果を考察・結論付けるト
レーニングを行います。
公的統計と気象情報を使った回帰分析と将来予測の演習を
行います。（テキストP216～218）
より統計をしっかり理解します。使いこなすための方向性
を示唆します。
統計ソフトや統計調査・データ

181210
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授業科目名 卒業研究Ⅰ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース

2

平野 明日香

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、少人数のゼミ形式で進めます。
各自研究のテーマを設定し、研究テーマにふさわしい研究技法について学びます。さらに、テーマの内容での先行研究について学習します。その上で、技法に沿って調査
を実施し、結果を検討・考察していきます（学外にてフィールドワークを実施することもあります）。これを後期の卒業研究へ向けてのパイロットスタディとし、前期終
了時点での成果をまとめて、レポートを執筆します。レポートをもとに最終発表を行い、卒業論文の執筆に備えます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 情報収集、プレゼンテーション力 ・情報収集力：自分たちの関心に沿った先行研究
を収集することができる
・プレゼンテーション力：プレゼンテーションの
作法に則って、8分～10分程度の発表および質疑応
答ができる

汎用的な力

1．DP4.課題発見 ・観察力：観点を定めて現状を客観的に把握でき
る
・分析力：集めた情報を要素分解し、事象の成り
立ちを明らかにできる
・論理的思考力：物事に規則性を発見し、筋道を
立てて考えることができる

2．DP5.計画・立案力 ・計画力：研究内容を、技法に沿って計画するこ
とができる
・計画修正力：計画や構想を批判的に捉え、必要
に応じて修正できる

3．DP6.行動・実践 ・実践力：計画の実行に踏み出し、やり遂げるこ
とができる

4．DP9.役割理解・連携行動 ・傾聴力：他人の意図や主張を丁寧に正確に把握
することができる
・柔軟性：意見の違いや立場の違いを理解できる
・連携力：他人と連携して作業に当たり、成果を
上げることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人研究

50

個人での研究について、独自のルーブリックにより評価します。
ゼミへの参加、発言、報告、準備およびその態度・内容が積極的なもの、模範的なプレゼンテー
ションに対して高評価します。

：

％

試験（研究報告レポート・発表）

40

前期の研究内容をまとめたレポートおよび発表を、独自のルーブリックにより評価します。：

％

181235
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181235

40 ％

ゼミメンバーとの交流

10

授業時間内外におけるゼミ活動への関与について、独自のルーブリックにより評価します。積極的
な関与が見られる場合に高評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限目

場所： 西館5階研究室

備考・注意事項： 他、Classroom等でも随時質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 卒業研究Ⅰの概略説明と目標設定 2回生前期の目標を立て、ノートにまとめましょ
う。

4時間

卒業論文に取り組むにあたって、研究倫理教育を実施しま
す。
また、年間を通しての研究テーマについて、これまでの経
営会計学科での学びを踏まえ検討します。

第2回 卒業研究のテーマを見つける 卒業研究のテーマをさがすべく、資料を収集しま
しょう。

4時間

「研究」とは何かについて再確認します。そして、卒業研
究のためのテーマについて、先行研究を探します。

第3回 先行研究の探索、読解 研究の計画を立てましょう。 4時間

卒業研究のためのテーマについて、先行研究を探します。
そして、仮説を実証するための方法を考えます。

第4回 研究目的、研究計画を立てる 先行研究の文献を読み、それらの研究成果を整理
しましょう。

4時間

自分たちが取り組むテーマに対して、どのようなことを明
らかにするのか、また、そのために、どのように研究を進
めるのかについて、ディスカッションしながら検討します
。

第5回 研究方法を検討する 倫理審査が必要な場合は、申請の準備をしましょ
う。

4時間

研究の方法を検討します。文献研究、観察法、インタビュ
ー調査、アンケート調査など、問いにマッチする研究方法
を選択できるよう、学習します。

第6回 先行研究の分析（１）（グループ１メンバーの報告） 先行研究の文献を読み、要約しましょう（報告担
当者はレジュメを作成しましょう）。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第7回 先行研究の分析（２）（グループ２メンバーの報告） 先行研究の文献を読み、要約しましょう（報告担
当者はレジュメを作成しましょう）。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第8回 先行研究の分析　(３)（グループ３メンバーの報告） 先行研究を踏まえて、自分なりの仮説を考えま
しょう。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第9回 仮説を立てる 先行研究に今一度目を通し、仮説について再度検
討しましょう。

4時間

前回までに学んだ先行研究を踏まえて、自分たち自身の仮
説を立てます。仮説を検証するために必要な研究方法につ
いても検討します。

第10回 調査（パイロットスタディ） 各種調査を実践しましょう。 4時間

個人（またはグループ）で、パイロットスタディとして調
査・研究を実践します。授業外課題で課された調査につい
て、現状を報告します。
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第11回 調査（パイロットスタディ）で得たデータ整理 パイロットスタディをまとめるために、収集した
資料を整理しましょう。

4時間

得られたデータを整理し、仮説を検証します。そして、パ
イロットスタディの結果をまとめます。

第12回 論文について(論文の形式、引用の方法） 感想文やレポートと論文の違いについてまとめま
しょう。前期の研究作業をまとめる発表資料を作
成しましょう。

4時間

後期に執筆する卒業論文へ向けて、論文の形式、引用方法
について学びます。
前期の研究活動（パイロットスタディ）で得られた成果を
発表資料にまとめ、後期へ向けて必要な調査について確認
し、夏休み中に十分な調査ができるよう、準備をします。

第13回 前期研究成果の発表（グループ１メンバーの発表） 半年間の振り返りと後期に向けて目標を設定しま
しょう。

4時間

前期研究成果について内容を要約し、ゼミメンバーと共有
します。今後どのような調査、研究が必要かディスカッシ
ョンしながら明らかにします。他のメンバーの報告を聞き
、質問をします。

第14回 前期研究成果の発表（グループ２メンバーの発表） 半年間の振り返りと後期に向けて目標を設定しま
しょう。

4時間

前期研究成果について内容を要約し、ゼミメンバーと共有
します。今後どのような調査、研究が必要かディスカッシ
ョンしながら明らかにします。他のメンバーの報告を聞き
、質問をします。

181235
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授業科目名 ビジネスマナーⅢ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

谷澤 明子

講義

該当する

・ 製造業の企画部門にて兼務秘書に従事(全14回)
・ 冠婚葬祭等の司会・プランニング、後進の育成・指導に従事(全14回)
・ レストラン・ゲストハウスの接客マナー講座を担当(全14回)
・ 大学にて、インターンシップ事前講習、就職面接実習指導に従事(全14回)
・ 電話通信事業会社にて資格試験(マナーホスピタリティ)面接官に従事(全14回)
・ 実務技能検定協会 サービス接遇検定 準一級面接試験 実施担当者(全14回)

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

１回生で学修した「ビジネスマナーⅠ・Ⅱ」「接遇実践」の知識を実践できるよう、実技を通して学修し身につけます。知識として頭で理解できていても、実際に振る舞
えなければ「知らない・出来ない」ことと同じです。
ほとんどの授業が実技を伴うため、ペアロープレやグループロールプレを通して自己表現力を養います。
接遇(ホスピタリティ)とは、相手を思う気持ちを体現したものです。社会人になると幅広い年齢層、立場や職位の違いのある人たちと接します。そのような環境下で、良
好な人間関係を築くことで仕事もスムーズに進みます。そのために必要なのが「ビジネスマナー」です。相手に不快な思いをさせないこともマナーです。
この授業では、単にビジネスマナーを身につけることが目的ではありません。相手と良好な人間関係を築くために、自身がどのように振る舞えば良いのか？また、社会人
として必要な意識(当事者意識、協働意識、目的意識)も養います。身につけたマナーの活かし方についても学修し、自己表現力に磨きをかけます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 １回生で学修した知識をロールプレイングによ
る実習で実際に振舞うことができる

社会人の常識を身につける

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 他人への配慮や気遣いを忘れず、良好な人間関係
を構築できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席回数がなければ放棄とみなし「ー」(評価しない)とし、
定期試験の受験を認めません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

前期期末試験

70

授業の理解度の観点から70点満点で評価します。定期試験期間中に実施します。：

％

平常点

30

ほとんどの授業が実習を伴うため、授業の取り組み、修得度から30点満点で評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

ビジネスでの常識集田野直美 トータルマナー株式会社・・ 年・ 2017

181238
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参考文献等

必要に応じて案内します。

※ 指定の教科書は、1回生の授業で使用したものです。新たに購入する必要はありません。

履修上の注意・備考・メッセージ

実習形式のカリキュラムです。
授業の大半が実技やロールプレイングを伴うため、「修得したい」と強い意欲をもって、積極的に参加をしなければ授業を受けても意味のあるものにはなりません。
「身につける」ためには、日常生活の中で意識して実践することが必須です。

授業を受講するにあたってスーツ、パンプス・革靴を着用してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室または非常勤講師室

備考・注意事項： tanizawa-ak@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス／マナーの重要性・授業の受け方・進め方の説
明

授業内容を振り返り、立ち方、座り方、あいさつ
言葉とお辞儀を復習しておきます。

4時間

学修の目的・目標、学習の進め方、授業内は社会人の振る
舞いを意識することを確認します。
ビジネスマナーⅠ・Ⅱ、接遇実践について振り返ります。
始業終業の挨拶の仕方、授業中の姿勢、態度、あいさつ言
葉とお辞儀(3種)、身だしなみについて学修します。

第2回 社会人としての心構え 社会人としての心構え、お辞儀を復習しておきま
す。

4時間

社会人になるとはどのようなことか？
学生と社会人との違いを学生同士がディスカッションしな
がら理解し、社会人として必要な意識、仕事とは何か？を
学修します。また、就職活動・面接は何のために行うのか
？学生自身がグループワークを通して考え、面接官の視点
について理解し、就活生として求められるスキル、当事者
意識についても学修します。

第3回 接遇サービスとは 授業内容を振り返り、日々意識して実践し定着さ
せます

4時間

接遇サービスは、どの業界でも必要なスキルです。接遇と
は何か？「愛想」「愛嬌」とは何か？
学生同士がグループディスカッションを通して考えます。
顧客満足・顧客視点についても触れ、顧客意識についても
学修します。
また、仕事とは何か？働く意味についても討論し、自身は
何のために働くのか？目的意識についても学修します。

第4回 接遇の実践　接遇サービスの心構え 授業内容を振り返り、立ち居振る舞いを復習して
おきます

4時間

接遇者としての心構え、接遇で必要な立ち居振る舞いを再
確認します。
笑顔、傾聴の重要性を理解し、笑顔の練習、聴く力演習を
ペアロープレとグループロープレを通して学修します。前
傾姿勢での必要性についても学び、実技を行います。
物の授受、指し示し、社会人としての鞄やコートの扱い、
お辞儀３種について、ペアロープレを通して相互チェック
をしながら完成度を高めます。

第5回 接遇の実践Ⅰ-①　接遇者としての基本言動 授業内容を振り返り、日常生活の中で意識して実
践しましょう。

4時間

接客を想定し、実際に笑顔での会話、前傾姿勢での応対を
ペアロープレで行います。
顧客視点を振り返り、相手を意識した振る舞いと口先だけ
の振る舞いの違いについても気づきを促します。ペアでフ
ィードバックを行い、できている点・改善点を見出します
。

第6回 接遇の実践Ⅰ-②　接遇者としての基本言動演習 授業内容を振り返り、日常生活の中で意識して実
践しましょう。

4時間

前回学修した内容を振り返り、笑顔での会話、前傾姿勢で
の対応を連続動作（入室～基本言動「１～４」）ロールプ
レイングを行い、「言葉と動作」で表現できているか確認
します。
また、ドアの開け方・閉め方、お辞儀と挨拶、椅子の立ち
方・座り方についても再確認します。就職面接や会社訪問
にも役立ちます。

第7回 接遇の実践Ⅱ-①　接遇者としての接客応答A 授業内容を振り返り、復習しましょう 4時間

実際の接客を想定し、笑顔での会話と接遇用語の実践、前
傾姿勢での対応を学修します。
接客応答を３つの課題「Ａ～Ｃ」に分けて行います。課題
に対してどのように対応するか？その対応が接遇者として
ふさわしい話し方・言葉づかい・物腰であるかどうかをロ
ールプレイングを通して学びます。Ａ～Ｃの課題を通して
「言葉と言い方」を意識して表現できるように促します。
また、講師から一方的にフィードバックを行うのではなく
、学生同士で振り返りやディスカッションを通して気づき
を得られるように導きます。
引き続き、ドアの開け方・閉め方、お辞儀と挨拶、椅子の
立ち方・座り方についても最終確認します。就職面接や会
社訪問にも役立ちます。
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第8回 接遇の実践Ⅱ-②　接遇者としての接客応答B 授業内容を振り返り、復習しましょう 4時間

実際の接客を想定し、笑顔での会話と接遇用語の実践、前
傾姿勢での対応を学修します。
接客応答を３つの課題「Ａ～Ｃ」に分けて行います。課題
に対してどのように対応するか？その対応が接遇者として
ふさわしい話し方・言葉づかい・物腰であるかどうかをロ
ールプレイングを通して学びます。Ａ～Ｃの課題を通して
「言葉と言い方」を意識して表現できるように促します。
また、講師から一方的にフィードバックを行うのではなく
、学生同士で振り返りやディスカッションを通して気づき
を得られるように導きます。
引き続き、ドアの開け方・閉め方、お辞儀と挨拶、椅子の
立ち方・座り方についても完成度を高めます。就職面接や
会社訪問にも役立ちます。

第9回 接遇の実践Ⅱ-③　接遇者としての接客応答C 授業内容を振り返り、日々意識して実践しましょ
う

4時間

実際の接客を想定し、笑顔での会話と接遇用語の実践、前
傾姿勢での対応を学修します。
接客応答を３つの課題「Ａ～Ｃ」に分けて行います。課題
に対してどのように対応するか？その対応が接遇者として
ふさわしい話し方・言葉づかい・物腰であるかどうかをロ
ールプレイングを通して学びます。Ａ～Ｃの課題を通して
「言葉と言い方」を意識して表現できるように促します。
また、講師から一方的にフィードバックを行うのではなく
、学生同士で振り返りやディスカッションを通して気づき
を得られるように導きます。

第10回 接遇の実践Ⅲ-①　接遇者としての接客対応　理論 授業内で見出した、自身の課題や改善点を意識し
て日々実践しましょう

4時間

実際の接客を想定し、販売実演のロールプレイングを行い
ます。「接遇実践Ⅰ・Ⅱ」の内容を振り返り、「愛想のあ
る態度（雰囲気）が普通以上である」ためには、どのよう
な応対が必要とされるのか？グループワークで自身の体験
談を共有し、逆算シナリオを作成します。また、「相手を
意識した振る舞い」顧客視点についても再確認します。

第11回 接遇の実践Ⅲ-②　接遇者としての接客対応　実践 授業内で見出した、自身の課題や改善点を意識し
て日々実践しましょう

4時間

前回学修した内容を実践します。学生が、販売者(接遇者)
・お客様・観察者と３つの役割を経験することで、それぞ
れの視点で気づきを得ます。まずは、学生同士でフィード
バックを行い「愛想のある態度（雰囲気）が普通以上であ
るか」どうか？自身の対応が「言葉・言い方・動作」で表
現できているかどうかを振り返ります。最後に、講師から
個々にフィードバックを行い、できている点・改善が必要
な点を明確にします。

第12回 接遇の実践Ⅲ-③　接遇者としての接客対応　応用 授業内で見出した、自身の課題や改善点を意識し
て日々実践しましょう

4時間

前回学修した内容を一連の流れに沿って実践します。
入室、あいさつと基本言動、接客応答、接客対応、退室ま
でを連続して行うことで、自身の良い点、改善点を明確に
します。改善点を克服するには、どこをどのように工夫し
て改善していくのか？を、まずはセルフワークを行い、そ
の後グループワークで共有し、学生同士でディスカッショ
ンを通して学修します。

第13回 総まとめⅠ　ビジネスマナーⅢの振り返り 授業内容を振り返り、復習しておきます 4時間

前期で学修した内容を振り返り、再度全体ロープレを行い
ます。接遇者としてふさわしい話し方・言葉づかい・立ち
居振る舞いができているかどうか？全体を通して、「愛想
のある態度（雰囲気）が普通以上であるか」どうか？「言
葉・言い方・動作」で体現できているかどうかを再確認し
ます。また、一連の動作を撮影して自己チェックしながら
振り返り、習慣化を目指します。また、「自立した社会人
とは」について触れ、自己管理、自己責任、自己成長につ
いて学びます。

第14回 総まとめⅡ　ビジネスマナー、接遇実践の総復習 授業内容を振り返り、接遇サービス力がどのくら
い身についたのか確認します。自身の今後の課題
を見出し、日常生活の中で取り組みます

4時間

ビジネスマナーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、接遇実践を振り返り、総復習
を行います。
当事者意識、協働意識、顧客意識について再度説明し、社
会人として協働するために必要な「ビジネスマナー」「接
遇実践」についてまとめを行います。
社会人として働くことへの期待感と残りの学生生活の過ご
し方について意識を向けます。

定期試験についての指示も行います。
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授業科目名 財務会計

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

中村 映美

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

「決算書を読めるようになりたい」、「決算書や経営数値を理解して会社業績の改善・向上するためのヒントが欲しい」という社会人は非常に多くおられます。この授業
では、皆様が社会人になったときに、このような能力を発揮できるよう会計数値を使うときに必要となる基礎知識を身に着けることを授業の到達目標としています。「貸
借対照表」、「損益計算書」の記載内容や分析指標の見方について学び、さらに、自ら問題を解くことで基礎的な会計の知識と分析力を修得していきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 決算書の構成・内容の理解 「貸借対照表」、「損益計算書」の構成・内容の
基礎的な内容が理解できる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 決算書から会社業績の把握をし、問題点・改善点
を把握することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内での小テスト

50

授業の理解を深めるために、授業の最後に小テストの問題を解いて提出してもらいます。：

％

授業中の中間テスト

20

授業の中間で理解度を確認するためにテストを行います。：

％

定期試験

30

14回授業終了後（定期試験期間）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象とした問題
を出題し評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

矢島雅巳著『決算書はここだけ読もう』2026年版、弘文堂、2025年。 ISBN-13 : ‎978-4335450716

履修上の注意・備考・メッセージ

簿記3級程度の基礎知識は授業を受けるために必要となります。簿記初心者は、履修までに独学等しておいてください。
決算書が読めるようになると、就職したのちは会社での会議やミーティングで数値に関する報告が理解できるようになります。会社で活躍するためにも必須の能力です。
ぜひ、頑張って自分のスキルを高めてください。

181239
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ぜひ、頑張って自分のスキルを高めてください。
本科目は、２単位の科目であり、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日5時限

場所： 西館5階個人研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業の進め方、財務諸表と会計数値の使い方 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

授業の進め方、企業活動と会計情報の役割を説明します。
授業評価の説明をします。

第2回 財務諸表の役割と内容 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

貸借対照表、損益計算書の基礎的なルールについて説明し
ます。

第3回 貸借対照表で企業の体質チェック 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

貸借対照表でその企業が誕生してから現在に至るまでの体
質をチェックすることができます。筋肉質なのか、贅肉が
ついているのか、痩せすぎなのか、どういう風にチェック
し改善していくべきか学習します。

第4回 損益計算書で1年間の儲けを見てみよう 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

会社によっては「売上」が大きくてもムダが多くて「利益
」が小さくなってしまうことがあります。同じ「売上」で
も効率よく働いて「利益」を出している会社もあります。
会社の目的は「利益」の獲得です。損益計算書でどの段階
での利益が獲得できているのか、という観点から読めるよ
うに学習します。

第5回 お金は大事 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

貸借対照表の流動資産の部の内容について説明します。ま
た、会社で「お金」がどれだけ重要か、についても説明し
ます。

第6回 売上債権が増えたら、会社にどんな影響が出る？ 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

売掛金や受取手形は会社の資金繰りにどのような影響を及
ぼすか、回収期間の計算を通して理解します。

第7回 棚卸資産が増えたら、どんな影響が出る？ 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

商品が増えたら会社にどのような影響が出るか、在庫日数
の計算を通して学びます。

第8回 貸借対照表に仮払金があったら、どう考えたら良いの？ 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

決算書に多額の仮払金があったら？本当はもっと利益が減
っているのかも？という実務的な観点から説明します。

第9回 減価償却の復習 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

貸借対照表の固定資産の部の内容について説明します。簿
記で学んだ減価償却についても復習を兼ねて計算方法・表
示方法について学びます。

第10回 固定資産の説明 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

無形固定資産・投資その他の資産・繰延資産についてその
内容を説明します。

第11回 流動負債・固定負債・純資産の部 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

支払手形・買掛金について説明します。借入金を流動と固
定に分けるルールについても説明します。
PLとBSのつながりについて説明します。

第12回 ５つの利益 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

売上原価の説明、５つの利益の意味合いを説明します。

第13回 財務分析①比率分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

経営分析の基礎的な比率分析を学習します。

第14回 財務分析②企業資料 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

企業資料をもとに財務分析を行い、全体のまとめを行いま
す。

181239

- 20 -



授業科目名 経営分析

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　経営・医療
事務コース

2

中村 映美

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

この「経営分析」では、企業に就職した時に必要となる「課題発見力」の修得を目的として、「同じ業界であるのに、なぜ企業業績が異なるのか」という観点から、飲料
メーカー、カフェレストラン、アパレル企業、100円ショップ等の業界を取り上げて、ビジネスモデルを読み解いていきます。
分析にあたって、1回生の「中級簿記」や「総合演習Ⅰ」で学んだ貸借対照表や損益計算書の読み方や経営分析の指標を復習しておいてください。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 決算書の構成・内容の理解 「貸借対照表」、「損益計算書」の構成・内容の
基礎的な内容が理解できる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 決算書から会社業績の把握をし、問題点・改善点
を把握することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内での小テスト

50

授業の理解を深めるために、授業の最後に小テストの問題を解いて提出してもらいます。：

％

授業中の中間テスト

20

授業の中間で理解度を確認するためにテストを行います。：

％

定期試験

30

14回授業終了後（定期試験期間）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象とした問題
を出題し評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

矢部謙介著『決算書×ビジネスモデル大全』2024年版、東洋経済新報社、2023年、ISBN-13 : 978-4492602324
矢部謙介著『決算書の比較図鑑』日本実業出版社、2021年、ISBN-13 : 978-4534058836

履修上の注意・備考・メッセージ

簿記3級程度の基礎知識は授業を受けるために必要となります。簿記初心者は、履修までに独学等しておいてください。
決算書が読めるようになると、就職したのちは会社での会議やミーティングで数値に関する報告が理解できるようになります。会社で活躍するためにも必須の能力です。

181240

- 21 -



決算書が読めるようになると、就職したのちは会社での会議やミーティングで数値に関する報告が理解できるようになります。会社で活躍するためにも必須の能力です。
ぜひ、頑張って自分のスキルを高めてください。
本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日5時限

場所： 西館5階個人研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業の進め方、財務諸表と会計数値の使い方 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

授業の進め方、財務諸表と会計数値の使い方を復習し、授
業評価の説明をします。

第2回 貸借対照表、損益計算書の読み方 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

企業集団、貸借対照表の構造、損益計算書の構造、５つの
利益計算の方法について学びます。

第3回 キャッシュ・フロー計算書の見方 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

資金情報の役立ち、キャッシュ・フロー計算書の位置づけ
、営業活動のキャッシュ・フロー、投資活動のキャッシュ
・フロー、財務活動のキャッシュ・フローについて学びま
す。

第4回 財務諸表分析の基礎－分析の視点と方法 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

財務諸表分析の基礎として、分析の視点、分析の方法、分
析上の注意事項について学びます。

第5回 財務諸表分析の基礎－収益性の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

財務諸表分析の基礎として、収益性の分析指標（資本利益
率、ROA、資本利益率の分解、売上高、利益率、資本回転率
）について学びます。

第6回 財務諸表分析の基礎－生産性の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

財務諸表分析の基礎として、付加価値の計算方法、労働生
産性の分析について学びます。

第7回 財務諸表分析の基礎－安全性の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

リスクの意味、貸借対照表に基づく分析指標、キャッシュ
・フロー計算書の分析について学びます。

第8回 財務諸表分析の基礎－成長性の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

成長性の分析指標、1株あたり利益の成長について学びます
。

第9回 事例分析－ファストフード業界の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

ファストフード業界の有価証券報告書をもとに、収益性、
生産性、安全性、成長性の分析を行います。

第10回 事例分析－コンビニ業界の分析 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

コンビニ業界の有価証券報告書をもとに、収益性、生産性
、安全性、成長性の分析を行います。

第11回 事例分析－自動車業界 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

自動車業界の有価証券報告書をもとに、収益性、生産性、
安全性、成長性の分析を行います。

第12回 事例分析－ビールメーカー 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

ビールメーカーの有価証券報告書をもとに、収益性、生産
性、安全性、成長性の分析を行います。

第13回 事例分析－ドラッグストア 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

ドラッグストアの有価証券報告書をもとに、収益性、生産
性、安全性、成長性の分析を行います。

第14回 事例分析－回転寿司業界 授業の内容について、補助プリントで復習しま
す。

4時間

回転寿司の有価証券報告書をもとに、収益性、生産性、安
全性、成長性の分析を行います。

181240
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授業科目名 ビジネス英語

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

樫本 英之

講義

該当する

製薬会社での海外子会社に関わる経理業務（7年）、外資系機械メーカでのグローバルマーケティング経験（8年）（全14
回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

ビジネス英語は将来的にビジネス業務に携わることを想定した実践的な英会話が中心の授業です。英語の４技能に加え、Viewing Skill, Presentation Skill という二つ
の技能をカバーする「６技能」を身につけることを目標とします。授業ではペア・グループワーク等を活用し、学修した英語を利用してコミュニケーションをとったり、
自分の言葉で意見を発表する機会を数多く設けます。各ユニットごとのフォーカスポイントを明確にしてスキルを積み上げし、自分の言葉で伝える力、表現の幅を広げて
いきます。扱うトピックは学生にとって身近な話題を選択し、その種類も多岐に渡ります。ターゲットとする6技能のうちReading & Writing Skillに重点をおいて展開し
ます。各ユニットの最終まとめとしてエッセイ課題を課します。また、毎回単語テスト（Quiz）を実施することで、Vocabularyの底上げと語学学習における継続すること
の重要性を理解します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 ビジネスに関する英語表現力 グローバル化が進む一般企業のオフィスでの必要
な英会話力を習得します。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 ネイティブの発音と速さでのリスニング、スピー
キングを習得します。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Class Participation: 参加状況

20

授業内での積極性、取り組み姿勢を評価に反映します。出欠ではありません。：

％

Assignment: 授業外課題・提出課題

30

オンライン課題を含む各種タスクやエッセイなどの提出課題の評価を成績に反映します。：

％

Quiz: クイズ

20

Vocabulary Quizを毎回授業冒頭に実施することによって理解度及び応用能力を点数で測ります。：

％

試験（エッセイ）

30

定期テストとしてテーマ指定のエッセイレポートを課します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart Choice - Student Bo
ok 1 Fourth Edition

Ken Wilson Oxford Unviersity Press・・ 年・ 2020
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181242
Smart Choice - Student Bo
ok 1 Fourth Edition

Ken Wilson Oxford Unviersity Press・・ 年・ 2020

参考文献等

授業で紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 Introduction / UNIT7 - Which One is Cheaper? -
Listening and Speaking

この授業で自分が何を得たいのか、最終レッスン
を終えた時点での自分のレベルのイメージを明確
にしておくこと。

4時間

この授業の進め方、ゴールを提示します。自己紹介を兼ね
て、授業としてのゴールと、個人としてのゴールを確認し
ます。また、オンラインツールを活用するための準備をし
ます。

第2回 UNIT7 -   Which One is Cheaper? - Reading and
Speaking

比較表現のルールを繰り返し練習する、オンライ
ンプラクティスのOn The Moveの該当箇所を終了さ
せること。

4時間

比較表現を学び、ファッションについての会話を成立させ
る練習をします。また比較を理解することで読み物の理解
も深めます。

第3回 UNIT8 - They're Very Friendly - Listening and
Speaking

様々なもののDescriptionの練習をする、オンライ
ンプラクティスのOn The Moveの該当箇所を終了さ
せること。

4時間

見た目や人格を表す様々な表現ができるように練習し、実
践します。会話の中で感情を表す表現も学修します。

第4回 UNIT8 - They're Very Friendly - Reading and Speaking 性格などを描写する練習をする、オンラインプラ
クティスのOn The Moveの該当箇所を終了させるこ
と。

4時間

友人の状況や性格についてのパッセージを読み、クイズに
答えます。またインタビュー形式で相手の性格や趣味など
を聞き取る練習をします。

第5回 UNIT9 - You Can Visit the Zoo - Listening and
Speaking

Canを使った表現を定着させる、オンラインプラク
ティスのOn The Moveの該当箇所を終了させるこ
と。

4時間

観光に関する英語、可能/不可能表現を使って様々な旅行に
関する表現について学修します。

第６回 UNIT9 - You Can Visit the Zoo - Reading and Speaking 道案内につながる、ある・ない表現をマスターす
る、オンラインプラクティスのOn The Moveの該当
箇所を終了させること。

4時間

特定の都市について述べられたパッセージを読み、理解を
深めます。お勧めの都市を人に紹介する練習をします。

第７回 UNIT10 - Is There a Coffee Shop? - Listening and
Speaking

順序立てて道順を説明する練習を繰り返し行う、
オンラインプラクティスのOn The Moveの該当箇所
を終了させること。

4時間

場所を直接的に表す表現や、前置詞を使って道案内を聞い
たり話したりする学修をします。自分のお気に入りの場所
について説明をします。

第８回 UNIT10 - Is There a Coffee Shop? - Reading and
Speaking

ある場所についてその特色を相手に伝える練習を
する、オンラインプラクティスのOn The Moveの該
当箇所を終了させること。

4時間

ある特定の場所について細かく説明されたパッセージを読
み、クイズに答えます。また、特定の場所について自ら説
明する練習をします。

第９回 UNIT11 - I Had a Good Time - Listening and Speaking 時制の立ち位置を理解しそれを使いわける練習を
する、オンラインプラクティスのOn The Moveの該
当箇所を終了させること。

4時間

過去の事象について、時制を理解しながら述べることがで
きるようになる。

第１０回 UNIT11 - I Had a Good Time - Reading and Speaking 直近の休暇についての説明ができるように練習す
る、オンラインプラクティスのOn The Moveの該当
箇所を終了させること。

4時間

短い読み物を使い、リーディングの強化をします。英文を
読む際に注意すべきことなどを学びます。

第１１回 UNIT12 - I'm Going to Go by Car - Listening and
Speaking

旅行の計画を立てることが出来る、オンラインプ
ラクティスのOn The Moveの該当箇所を終了させる
こと。

4時間

未来の予定について自分の言葉で説明できるようにする。
また、旅行の計画や、旅行先での活動など、様々な表現を
学修する。

第１２回 UNIT12 - I'm Going to Go by Car - Reading and
Speaking

クラスに対して旅行の提案をする、オンラインプ
ラクティスのOn The Moveの該当箇所を終了させる
こと。

4時間
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ブログ形式の記事を読み、クイズに答えます。また旅程を
企画する練習をします。

第１３回 Extra Activity 1 - Learning About Culture through
movies

映像から知ることができたVocabularyや知識をま
とめておく。

4時間

映像教材を使って、英語圏の暮らしや文化について理解を
深める。これまでに習得したVocabularyが使われている場
面などを観たり再現したりすることで知識を定着させる。

第１４回 Extra Activity 2 - Summarize your idea about movies 定期試験（レポート）に向け、自分の考えをまと
めて論理的に説明できるようにしておく。

4時間

映像教材の後半を視聴して、感じたことや自分の意見を英
語で表明する。これまでに習った因果関係の表現などを使
って、論理的に自分の考えをまとめる。

181242

- 25 -



授業科目名 画像処理

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

島田 愛

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目では、ビジネスプランの作成およびその集客用の販促物作成方法について学びます。
まず、ビジネスゲームで広告宣伝の必要性と重要性を学びます。
さらに、どういったビジネスを起こしていくのかということを考え、情報収集をした上でプランを立て、実際にPCを操作しながら写真加工をし、集客用の販促物（ポス
ターまたはチラシ）を作成していきます。
学期末には、各自のプランおよびポスターを相互評価するためのプレゼンテーションを実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 創業計画、販促物の構想 創業の計画を立案することができる
販促物の構想を立案することができる

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 創業計画書の完成、販促物の制作 創業計画書を完成させることができる
販促物を制作し、完成させることができる

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 業界について調査し、創業計画を立案することが
できる

2．DP6.行動・実践 自らの創業計画に沿って販促物を準備することが
できる

3．DP7.完遂 創業へ向けて、販促物の準備を完遂することがで
きる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

60

授業内で提示したテーマを基にデータを加工し、提出してもらい、その評価を成績に反映します。：

％

定期試験（販促物作品提出）

30

定められたテーマに基づき、作品を作成・提出してもらい、出来栄えに基づき評価します。：

％

授業参加度

10

授業における積極性や授業態度を総合的に評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

181245
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デザイン初心者のためのPho
toshop Illustrator 先輩に
聞かずに9割解決できるグラ
フィックデザイン超基礎

Power Design　著/インプレス編集
部　編

インプレス・・ 年・ 2022

参考文献等

野々山隆幸 他『ビジネスゲーム演習―意思決定能力・データ分析能力・プレゼンテーション能力を育てる』（2002）ピアソンエデュケーション、ISBN-13  :  978-
4894716544

その他、授業中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次
回の授業に向けて予習をすること。

教室に入ったらパソコンを起動し、ログインしておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間前後

場所： 授業実施教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 創業するとは／創業の実例 身の回りの店舗や中小企業に注目し、自分が創業
するならばどういった業種が可能かを考えましょ
う

4時間

創業するための心構えを知り、創業するにあたってのアイ
ディアにどのようなものがあるかということを学びます。
また、視聴覚教材により、創業の実例についても学びます
。

第2回 ビジネスゲーム(1)チーム分けと体験 ビジネスゲームにおける意思決定プロセスについ
て、再度確認しましょう

4時間

ビジネスゲームにチャレンジします。家電量販店を経営す
るという想定で、チームに分かれて、商品価格および広告
費を細かに設定し、総利益を競います。
初回にあたる今回は、チーム分けをし、ゲームを体験する
ことで、意思決定のプロセスや必要事項を学びます。

第3回 ビジネスゲーム(2)本番 創業計画のためのアイディアを考えましょう 4時間

前回に引き続き、ビジネスゲームを行います。家電量販店
を経営するという想定で、チームに分かれて、商品価格お
よび広告費を細かに設定し、総利益を競います。
2回目の今回は、前回授業で決定したチーム対抗で本番のビ
ジネスゲームを行います。

第4回 創業計画の立て方 創業計画を作成し始めましょう 4時間

会社設立に必要なことを知り、事業運営や収支計画、顧客
の獲得について学びます。その上で、創業計画の作成に取
り組みます。

第5回 販促物の作成(1)Photoshopの基本操作／写真の補正 街中にあるポスターを観察し、色味の使われ方に
ついて注目してみましょう

4時間

Photoshopの基本操作について学びます。
メニューの使い方、画面の拡大・縮小や、写真の明るさ・
色味・彩度などの補正方法を修得します。

第6回 販促物の作成(2)写真の加工と補正 街中にあるポスターを観察し、色合い補正が使わ
れているかについて注目して見てみましょう

4時間

写真の一部切り抜き、写っている要素のコピー、色合いの
補正などの技術を学びます。

第7回 販促物の作成(3)写真の合成 街中にあるポスターを観察し、合成の技術につい
て注目して見てみましょう

4時間

写真の合成について学びます。写真を範囲選択して切り抜
く方法や、配置後に背景の写真と馴染ませるための影の付
け方などの技術を習得します。

第8回 販促物の作成(4)販促用ポストカードの作成（テキストの
説明内容の理解）

創業、および販促物作成の構想を練りましょう／
創業に必要なことを調べたり、聞き取ったりしま
しょう

4時間

カフェの開業を想定した、販促用ポストカードを作成しま
す。
写真素材を準備し、ロゴを作成し、かんたんな地図を作成
して組み合わせていきます。

第9回 販促物の作成(5)販促用ポストカードの作成（自分の感性
での作品制作）

創業、および販促物作成の構想を練りましょう／
創業に必要なことを調べたり、聞き取ったりして
みましょう

4時間

前回の授業で学んだことを実践し、販促用ポストカードを
完成させます。

第10回 販促物の作成(6)作品制作（ラフドラフトの作成） 創業計画の内容を練りましょう 4時間

自らが経営者となり、集客のために必要な要素を考えた上
で素材を選び、どんな作品にするかのラフドラフトを描き
、キャッチコピーを考えます。
それをを元にして、作品を作り始めます。

第11回 販促物の作成(7)作品制作（Photoshopでの作業開始） 創業計画を完成させましょう 4時間

先週に引き続き、作品制作をします。試行錯誤が必要にな
りますので、丁寧に作業します。
並行して、ビジネスゲームで学んだ観点も取り入れながら
、創業計画の内容を練ります。
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第12回 販促物の作成(8)作品制作（Photoshopでの作業の続き） プレゼン資料の作成に取り掛かりましょう 4時間

先週に引き続き、作品制作をします。
並行して、創業計画の内容を練ります。

第13回 プレゼン資料の作成 プレゼンテーションの資料を完成させましょう 4時間

創業の内容及びポスターの内容をプレゼンテーションする
ための資料を作成します。
作品が完成しない場合は、Photoshopでの作業も並行して行
います。

第14回 ビジネスプランのプレゼンテーション クラスメートからのコメントを受けて、ポスター
を修正しましょう

4時間

作成したビジネスプランを、クラスメートに対して個別に
プレゼンテーションします。プレゼンテーションの内容を
互いに評価し合います。

181245
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授業科目名 キャリアディベロップメント

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース・医療事務
コース

2

堀田 三和

講義

該当する

企業において人事管理、人材開発に携わる。その後キャリアコンサルタントとして学校、行政、企業の現場でキャリア開
発の現場にて活動。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業では現代社会の構造変化とその中におけるキャリア開発の基本的な考え方を伝えるとともに、1年間の短大生活を通じて成長した点を振り返り、自分自身のキャリ
ア形成（興味・能力・価値観の形成）について学びます。そして自己理解に基づいたキャリア開発能力を高めます。さらに、社会人になるためのマインドセットと、社会
人基礎力、考え抜く力（シンキング）、前に踏み出す力（アクション）、チームで働く力（チームワーク）を養い、社会で活躍できるようスキルアップを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 企業・組織における職務遂行能力の習得 企業・組織における職務の一部を理解し遂行でき
る。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 職務を遂行していく上で必要なスキル、能力につ
いて課題を発見できる。

2．DP6.行動・実践 職務上の課題に対して行動・実践できる。

3．DP7.完遂 職務遂行スキル獲得のための各種課題に取り組
み、完成させることができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 グループワークにおいて役割を理解しメンバーと
連携できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

30

授業内容の理解度を確認するテストを課します。キャリア開発に関する基礎的理解を基準として評
価します。

：

％

毎回の課題

56

授業の内容を踏まえ、それに対して自分なりの考えや意見を持ち、それらを課題レポートに表現で
きているかを評価します。

：

％

参加態度

14

個人ワーク、ペアならびにグループワークに主体的かつ積極的に参加し取り組んでいるかを評価し
ます。

：

％

使用教科書

特に指定しない

181247
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参考文献等

川崎　友嗣　他『大学生のためのキャリアデザイン 自分を知る・社会を知る・未来を考える』（ミネルバ書房）2019年（ISBNコード：9784623084876）

履修上の注意・備考・メッセージ

授業は知識の伝達のみならず、社会人基礎力形成を視野に入れ、各種のグループワークを実施します。受け身の受講態度ではなく能動的に他者と関わるようにしてくださ
い。本科目は、２単位の科目であり、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業終了後

場所： 非常勤講師控室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 社会人として必要なスキル 社会人の必要スキルについて、当日学習したこと
を課題プリントにまとめる

4時間

社会人として必要なスキルである、考え抜く力（シンキン
グ）、前に踏み出す力（アクション）、チームで働く力（
チームワーク）について学びます。短大生活の1年間でこれ
らの力がどれくらい身についているのかを自分で判断し、
課題を見つけます。

第２回 仕事人として組織で働くスキル 組織での仕事のスキルについて、当日学習したこ
とを課題プリントにまとめる

4時間

組織はどのようにして成り立っているのか、仕事とは何を
することなのかを学びます。その上で、仕事をしていくた
めに必要なスキルと現状の自分とのギャップを整理します
。

第３回 組織における仕事のスキル①（ルールについて知る） 組織における仕事のルールについて、当日学習し
たことを課題プリントにまとめる

4時間

組織や職場になぜルールがあるのかをケースを用いて実践
的に考えます。そしてそれらを遵守することの意味や重要
性について考えます。

第４回 組織における仕事のスキル②（指示・命令を受ける） 指示・命令について、当日学習したことを課題プ
リントにまとめる

4時間

組織や職場において仕事を進める上でコミュニケーション
は不可欠です。その中で指示命令の受け方について、ケー
スを用いて実践的に学びます。

第５回 組織における仕事のスキル③（質問をする） 質問の仕方について、当日学習したことを課題プ
リントにまとめる

4時間

組織や職場において仕事を進める上でコミュニケーション
は不可欠です。その中で質問の仕方について、ケースを用
いて実践的に学びます。

第６回 自己の将来像の想定 身近な職業人へのインタビューをする 4時間

社会で働くとは何かを考えます。社会で活躍する社会人に
ついて情報を収集する方法を理解します。彼らがどのよう
に活躍しているのかを考え、業種と職種と働き方について
も理解を深めます。

第７回 組織における仕事のスキル④（依頼をする） 依頼の仕方について、当日学習したことを課題プ
リントにまとめる

4時間

組織や職場において仕事を進める上でコミュニケーション
は不可欠です。その中で何かを依頼する仕方について、ケ
ースを用いて実践的に学びます。

第8回 組織における仕事のスキル⑤（お詫びをする） お詫びの仕方について、当日学習したことを課題
プリントにまとめる

4時間

組織や職場において仕事を進める上でコミュニケーション
は不可欠です。その中でもお詫びの仕方について、ケース
を用いて実践的に学びます。

第9回 組織における仕事のスキル⑥（チームワーク） チームワークについて、当日学習したことを課題
プリントにまとめる

4時間

組織や職場において仕事を進める上で不可欠なチームワー
クについて学びます。ケースを用いてチームワークを高め
るための意識や姿勢、行動について理解を深めます。

第10回 仕事の模擬体験①（事務職体験その１） 事務の仕事について、当日学習したことを課題プ
リントにまとめる

4時間

事務の仕事について学びます。事務の仕事の特徴を理解し
ます。その特徴を踏まえて今後どのような特性を伸ばして
いけばいいのか、自分の中の課題を明確にします。

第11回 仕事の模擬体験②（事務職体験その２） 事務の仕事について、当日学習したことを課題プ
リントにまとめる

4時間

前週に引き続き事務の仕事について理解を深めます。まず
は事務職としてのスキルをワークで実習します。その後、
事務職として働いた時に遭遇するケースを用いて実践的に
仕事を体験していきます。

第12回 将来に向けての課題①（自己理解を深める） 自己理解をしたことを文章にまとめる 4時間

短大生活で深まった自己についての理解を深めます。授業
を通じて理解した職業や業種について、さらに自分自身に
ついて整理し、社会人基礎力が付いていることを確認し、
まとめます。

第13回 将来に向けての課題②（将来像を描く） 自身の将来像を文章にまとめる 4時間
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自己探索により得られた自分のキャリアを基に、社会人と
しての生き方と働き方を含めた将来像を具体的に描きます
。その後グループワークでそれらを確認し内容を深めます
。

第14回 将来に向けての課題③（行動計画を作成する） 行動計画をまとめる 4時間

設計した社会人像を実現し、社会人として活躍するために
、今後短大生活で身につける、または伸ばしておく能力や
課題について整理し、具体的な行動計画にまとめます。

181247
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授業科目名 原価計算

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　経営会計
コース

2

平野 明日香

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

原価計算の授業では、中級簿記Ⅲで学んだ内容の続きから学習します。
本授業では、製造業における製造活動の記録、計算を対象としている工業簿記を中心に原価計算について学びます。製品原価の算定を主体とし、原価計算が組み込まれて
いる複式簿記である工業簿記、原価計算の基本的な知識を身につけることを目的としています。総合原価計算、標準原価計算、直接原価計算、CVP分析、工業簿記における
財務諸表について学びます。講義とあわせて練習問題を行うため、理解度及び進捗状況を考慮して授業は進めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 製造業における工業簿記、原価計算の理解 製造業の工業簿記、原価計算の基本的な知識を身
につける。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 製造業における製品原価の計算方法について問題
意識を持つことができる。

2．DP7.完遂 はじめての学び、課題にも挑み、目的を達成する
まで取り組むことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

30

毎回の授業の課題に対して、授業内容の理解度の観点から評価します。：

％

小テスト

30

小テストについては、授業内容の理解度の観点から評価します。：

％

定期試験

40

14回授業終了後（定期試験期間）に実施します。正しい工業簿記の記帳ができているか、様々な原
価計算の手法を用いて製造原価の計算が正確にできているかで評価を行います。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

よくわかる簿記シリーズ
合格テキスト　日商簿記２
級　工業簿記　Ver.10

TAC簿記検定講座 ＴＡＣ出版・・ 年・ 2024

よくわかる簿記シリーズ
合格トレーニング　日商簿
記２級　工業簿記　Ver.10

TAC簿記検定講座 ＴＡＣ出版・・ 年・ 2024
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参考文献等

特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は、２単位の科目であり、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習しましょう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限目

場所： 西館5階研究室

備考・注意事項： 他、Classroom等でも随時質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 総合原価計算①（単一工程単純総合原価計算） 仕損減損が生じない単一工程単純総合原価計算に
関する問題を解いておくこと。

4時間

大量生産における原価計算方法であることと、加工費の計
算方法を学び、完成品換算量と加工進捗度、月末仕掛品原
価の計算方法としての先入先出法と平均法について学びま
す。また、材料の追加投入時の処理についても学びます。

第2回 総合原価計算②（仕損減損の処理） 仕損減損が生じる単一工程単純総合原価計算に関
する問題を解いておくこと。

4時間

仕損、減損を完成品のみに負担させる場合、完成品と月末
仕掛品の両者に負担させる場合の計算方法を学びます。

第3回 総合原価計算③（工程別総合原価計算） 工程別総合原価計算に関する問題を解いておくこ
と。

4時間

複数の作業段階がある場合に利用する工程別総合原価計算
についてを学びます。

第4回 総合原価計算④（等級別総合原価計算、組別総合原価計
算）

等級別総合原価計算、組別総合原価計算の問題を
解いておくこと。

4時間

サイズ等が異なる同じ種類の製品を大量生産する場合に利
用する原価計算方法を学びます。また種類が異なる製品を
同じ製造ラインで大量生産する場合に利用する原価計算方
法を学びます。

第5回 工業簿記における財務諸表 製造原価報告書および損益計算書作成問題を解い
ておくこと。

4時間

製造原価報告書の作成方法、原価差異の損益計算書での表
示方法を学びます。

第6回 標準原価計算①（標準原価の算定、勘定記入方法） 標準原価の算定、勘定記入に関する問題を解いて
おくこと。

4時間

原価管理のための標準原価計算の内容、標準原価計算の流
れを学びます。
また、勘定記入方法としてパーシャル・プランとシングル
プランを学びます。

第7回 標準原価計算②（直接材料費差異、直接労務費差異の分
析）

標準原価計算の流れを復習し、材料費や労務費の
差異を分析する問題を解いておくこと。

4時間

直接材料費差異は価格差異と数量差異に分解し、直接労務
費差異は賃率差異と作業時間差異に分解することを学びま
す。

第8回 標準原価計算③（製造間接費差異の分析） 製造間接費差異の分析問題を解いておくこと。 4時間

製造間接費予算には変動予算と固定予算があること、製造
間接費差異は予算差異、操業度差異、能率差異に分解する
ことを学びます。

第9回 直接原価計算①（意義、直接原価計算における損益計算
書）

直接原価計算の問題を解いておくこと。 4時間

直接原価計算を行う意義、直接原価計算における損益計算
書の記載内容を学びます。

第10回 直接原価計算②（全部原価計算と直接原価計算の違い、固
定費調整）

直接原価計算の問題を解いておくこと。 4時間

全部原価計算と直接原価計算の違い、直接原価計算を用い
て作成した損益計算書の営業利益を固定費調整し、全部原
価計算の営業利益と一致させる方法を学びます。

第11回 CVP分析 CVP分析の問題を解いておくこと。 4時間

損益分岐点とは何か、目標利益を達成するための営業量が
どの程度必要かを分析する方法を学びます。

第12回 CVP感度分析、固変分解 直接原価計算およびCVP分析の総復習を行うこと。 4時間

CVP分析における当初のデータが変化したときに、その後の
結果を分析する方法を学びます。また、原価を変動費と固
定費に分解する方法を学びます。

第13回 本社工場会計 本社工場会計の問題を解いておくこと。 4時間

本社と工場がそれぞれ帳簿を作成している場合の仕訳の方
法を学びます。

第14回 まとめ 全体を復習すること。 4時間

原価計算で学習した内容を総復習します。

181248

- 33 -



授業科目名 卒業研究Ⅱ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　経営会計
コース

2

平野 明日香

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、少人数のゼミ形式で進めます。
前期に引き続いて、個人研究を実施します。前期の「卒業研究Ⅰ」で設定したテーマについて、引き続き取り組みます。先行研究を踏まえて、しかるべき技法に沿って調
査を実施し、結果を分析・検討・考察していきます（学外にてフィールドワークを実施することもあります）。1年間にわたる個人研究の成果をまとめて卒業論文に著し、
かつ、同じ興味・関心を持つメンバーと一緒に、研究内容のプレゼンテーションも実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 文章力、プレゼンテーション力 調査した内容を文章に記すことができる。
プレゼンテーションの作法に則って、8分～10分程
度の発表および質疑応答ができる。

汎用的な力

1．DP7.完遂 実践力：計画の実行に踏み出し、やり遂げること
ができる。

2．DP8.意思疎通 傾聴力：他人の意図や主張を丁寧に正確に把握す
ることができる。／柔軟性：意見の違いや立場の
違いを理解できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人研究

40

個人研究について、独自のルーブリックにより評価します。
ゼミでの参加、発言、報告、準備およびその態度・内容が積極的なもの、模範的なプレゼンテー
ションに対して高評価します。

：

％

試験（卒業論文）

40

研究成果物（卒業論文）について、独自のルーブリックにより評価します。
レポート・論文の作法に則って、正確に詳しく書けているものを高評価します。

：

％

研究内容の発表

20

発表資料に卒業論文の内容が分かりやすく示されているか、および発表時のパフォーマンスについ
て、全学ルーブリックを参考にして評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等
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181254
参考文献等

授業中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。
また、卒論の執筆中は、毎週の締め切りを厳守した上で、細かくチェックを受けることが必要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限目

場所： 西館5階研究室

備考・注意事項： 他、Classroom等でも随時質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 企業訪問 企業見学から学んだ内容をレポートにまとめま
しょう。

4時間

企業を見学し、企業理念、社会的責任とは何かを学びます
。

第2回 卒業研究の概略説明と目標設定／卒論のテーマ確定 2回生後期の目標を立て、ノートにまとめましょ
う。

4時間

最初に、卒業論文を執筆するための研究倫理について学習
します。その上で、前期の卒業研究Ⅰで実施した研究で足
りなかった部分や修正するべき部分について、ディスカッ
ションしながら検討します。
また、2回生後期の目標を設定します。
個人研究については、基本的に前期に立てた研究テーマを
継続することになりますが、仮説や研究内容に問題がある
場合は修正します。
そして、最終的に卒業論文としてまとめるべく、内容を確
定します。

第3回 卒業論文の作成(1)卒業論文の書き方 卒業論文を書き始めましょう。 4時間

卒業論文の書き方について学びます。論文の体裁や項目、
内容などについて、テキストや先輩の論文などを参考にし
ながら理解します。

第4回 卒業論文の作成(2)卒業論文の書き出し 1章・2章を執筆しましょう。 4時間

卒論の書き出し部分（研究の背景、用語の定義）の書き方
について学び、実際に書き始めます。

第5回 卒業論文の作成(3)引用と脚注について 1章・2章を修正しましょう。 4時間

卒論内で他の資料からの引用を行う際のテクニックと、脚
注の付け方について学びます。

第6回 卒業論文の作成(4)先行研究のレビュー 卒業論文の執筆（先行研究のレビュー）を進めま
しょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。先行研究
のレビューについて理解し、実際に執筆します。

第7回 卒業論文の作成(5)仮説、調査の方法 卒業論文の執筆（仮説、および研究方法の説明）
を進めましょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。自ら立て
た仮説について説明することを理解し、先行研究のレビュ
ーから仮説までのつながりを意識して執筆します。また、
実際の調査の方法についても執筆します。

第8回 卒業論文の作成(6)考察 卒業論文の執筆（考察部分）を進めましょう。 4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。仮説の検
証からどういうことが言えるのかについて、考察した内容
を執筆します。

第9回 卒業論文の作成(7)まとめと参考文献一覧 卒業論文の執筆（まとめと参考文献一覧）を進め
ましょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。これまで
書いてきた卒業論文のまとめに入ります。図表の挿入や、
参考文献一覧の書き方についても理解し、執筆を進めます
。

第10回 卒業論文の作成(8)最終校正 他のメンバーの卒業論文を読んで参考にしましょ
う。

4時間

卒業論文を仕上げます。これまでに執筆した内容で問題が
ないかどうかを検討し、細かいところまで点検します。

第11回 研究発表の準備(1)発表のスライド作成 作成したスライドのアウトラインを見直して、シ
ナリオを書く準備をしましょう。

4時間

卒業論文に著した内容をプレゼンテーションするための準
備をします。各自の仮説とその検証内容をスライドにして
準備をし、それらを取りまとめて発表できるようにします
。

第12回 研究発表の準備(2)発表の準備、リハーサル 研究の成果をプレゼン資料にまとめ、発表の練習
をしましょう。

4時間

研究発表のための資料を作成し、発表の練習をします。
作成したスライドをもとにシナリオを作成し、効果的なプ
レゼンテーションについて検討しながら準備を進めます。
また、卒業論文の修正点を点検し、必要に応じて再提出し
ます。

第13回 卒業研究発表(1)　グループ１メンバーの発表 発表者は自らのプレゼンテーションを振り返り、
改善点などをまとめましょう。発表者以外は発表
者に対するコメントをまとめましょう。

4時間
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卒業論文の内容について、ここまでにまとめた発表資料を
用いてプレゼンテーションします。研究の目的や内容、仮
説、結論および自らの考察を簡潔かつ分かりやすく発表し
ましょう。発表者以外はプレゼンテーションを聞き、質問
します。

第14回 卒業研究発表(2)　グループ２メンバーの発表 発表者は自らのプレゼンテーションを振り返り、
改善点などをまとめましょう。発表者以外は発表
者に対するコメントをまとめましょう。

4時間

卒業論文の内容について、ここまでにまとめた発表資料を
用いてプレゼンテーションします。研究の目的や内容、仮
説、結論および自らの考察を簡潔かつ分かりやすく発表し
ましょう。発表者以外はプレゼンテーションを聞き、質問
します。
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